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欝 3表

級入群 香早 姓翠 性別 年令 血 液 所 見

赤血球 1A色素曇蓄 ヨ･87006600 ~ 4.0･6800 8.5 メ ブ 淋巴;味 大草核 梓欺核 分葉核 .

節1秤 1 森O.率 8 32 461万 86% 0 92.0 7.0- 10.0 54.0

2 JHO=O p8 36 452万 90%. 033.0 0.5 18.5 47.5
3 有 ○図 〇 '8 32 511万 85% 0 37.0 2.0 16.0 41.0

4 #0% 0 - 8 45 498万 85% 0 35.5 5.0. 12.5 51.5~14.0 1157.05 池 o 泉 8 35 537万 83% 5200 0 0 15.0 14.0

6 藤○俊0 8申○熊 0 8.34 563万 95% 6900 】 0 0 48.0 6.0 - --トー.･.--..-..･...一･･.･.･...･.･.･.･.･.･.･.･.･..一一.･-丑 芸

7 33 464万 74% 5600 2.0.4300. 2.07400 2.06500 1.0 Ol 36.0 5.0

節2群 8 - 37 541万 87% 0 41.0 6.0 2.0 49.0

9 22 395万 95% 0 43.0 5.0 互 lpL10.0 59.0

ノ チ - JL,ノ タ ク リ レ ー トガ ス の 茸 験 的

肺 結 核 症 に及 ぼす影 響 に裁 て

彪 本 幾 久 雄

緒 言

我々は昭和22年以釆メチールメタクリレー トガス (以下メ･ア･ガスと略称す) を開放性肺結核及び~

肺壊rLa等vz:謄用し興味ある成績を得たo 著者はメ･ア･ガスを動物の実験的肺結核症に使用し之が動物

に及ぼす影響を観察し得たので此処に其の一部を報告する｡
､

メチ - ル メ タク ilレー ト

CH2-C-COOCH3

II

CH3

葉番方法

実一級に用ひたのは体重平均2kg内外の成熟家鬼4頭で予めSouton培地に3週間表面培養を行ったF株

人型菌10mgを1ccの滅菌生理食塩水にて薗浮溶液となし之をエーテル艦酢の下に動物の素管内に注入

し感染を行った｡ 2頚は対照として其の健飼育し､残 りの2頭は菌接種翌 日より図の如き吸入装置に依

り毎 日1時間宛連 日メ･ア･ガスの吸入を行った｡1カ月後に全部を剖検し比較観察を行った｡
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実験成揖

一寸投所見

実験中動物は全部元菊旺盛で途中で弊死するものは1敦 もたかったが体重は王威少の便向を示した0倍

析製ツベルク1)ン液の10倍溶液に依 りツベ ルク1)ン反臆を検査 したがいずれ も菌産経後2週間前後にし

て陽持した｡

肉眼的所見

各臓器に於ぼる変化は対照群と吸入群との間に著明な差は認められなかった｡

肺臓に於ては両群共に定型的な結核結節を多数に証明し､ 一部の結節は癒合レ膿痔を形成してゐる

もの もあった｡ 肺は-一般に白味 を帯びた薄桃色であったが結核結節が多数に認められる所は暗赤色を

星してゐたo

肝臓､腎臓､牌膜の各段箸別ま両群共に肉眼的には病的所見を認め得なかった｡

粗鉄学的所見

-マ T･キシ1)ンエオジン染色に依 り組縛標本を作製 し組樟所見を観察した｡

濠 も著明な差異が認められたのは肺蹄であって対照群に於ては 中等度に結核結節を形成 し その-部

は乾曹糾ヒして壊死竃 とな り､ 肺胞晴は高度に肥厚し血管周囲-の細胞浸潤が多い｡叉肺胞内-の細胞

浸潤が著明に認められるが毛細血管の拡張充盈等の像は見られない｡

浸増せる細胞は主として単板球及び僻好酸球である｡

之に反して吸入群に於ては結核結節の乾髄化の程度が極めて置度で肺胞晴の肥厚は中等鹿であり,血

管周図-の細胞浸潤も中等度であ り主 として単板球を認める｡ 毛細血管は著明に拡揖充盈 し所Jkに出

血の像を認める｡肺胞円への細胞浸出は殆ど見られない｡

培養成績

肺臓､肝臓､腎挿､及び牌膝の各 1grを可及的無菌操作に依 り取 り出し之に2%硫酸水を10cc加-乳

針で充分磨粋 し30分間放置 した後更に充分控拝しピペッ トに依 り0.1ccを取 り之を夫Jk5本の岡･片倉培

地に流し込み措核菌の定量培養を試みた｡ 2ケ月間貯卵器内V_辞置 した後発生したコロニーの数を算

-た｡吸入群は対照群VZ=比 し萱轄生したコロ呈-の数は約y3であったO

肺臓以外の各措器 よりは両群共に結核菌を証明し得なかった｡ 一

* #

前述の如き実験方法に依って得た成績を要約すると次の如 くなる｡
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1)肺臓に於ては肉眼的には著明な差異は認められなかった0

2)肺臓に於ける組織所見は対照群に比し吸入群は乾解化の程度が草 く且つ血管の拡張充盈が著明に

見られる｡

3)肺臓組続 より結核菌の定量埼拳を行ふと対照群に比唆して吸入群は;発生するコ.2--の数が約㌢与

である0

4)肺臓以外の各膳静披両群共に著明な変化を静めなかったO

啄･疾中結核菌特長の定量的検査に関する研究

並 河 靖'

肺結核に対する治療に際し､その治療敬具を最 も明確に把握する馬に連 日夫々1日に啄出される仝疫

を集め､ それに含まれる終板菌の染色並に培養上の定量的検査を試み､啄疾中結核菌の油長を追究し

たo

l 噂痕に対すも前魔正の換軒

啄疾中結核菌の培養には-股に酸叉はアルカ:)による前処置が用ひられるが.酸を使甲する際は啄疾

のき容解は不完全で均質化する事が困∃牲であるから定量的検査には利用出来ない. アルカl)に依る場合

に就ては従来アンチフォル ミン洪叉は苛性ソーダ法があるが､アンチフォルミン浜は試薬の保存中に効

力の減退があるから操作の一定不変を期す点に不十分である.

他方患者に対 して試みられた何等かの治療法によって 啄疾中結核菌の生活力液温が多少なりとも超

り得るとすれば､成る可 く結核菌自体に対しては障樽の少い､ しか も啄疾中止雪見在する雑菌の発育を

完全に阻止する前処置が望ましい事は当然であるo この目的に滑ふ可 く苛性 ソT ダ法と Corperand

Stonerの第三燐酸ソーダ法を再換 した｡

結核菌食塩水浮溶液､結核性膿胸穿刺液､ 剖検屍体より得た茎洞内容物及び結核患者啄ヨ英に就て夫

々2%苛性 ソーダ,4%苛性 ソーダ,10%第三燐酸 ソーダ (23%Na3PO4･12H._70)の等量を加へ､37oC

の下に充分に坂凌混和し材料の溶解均質化起計 り､夫々30分ヾ1時間､2時間後その一定白金耳二量を岡･

片倉培地に漁抹培養して顎育 した結核菌 コ｡ ニーの数を比較して次の練兵を得た｡

a材料中の結核菌に対する華処置の影響

10%第三燐酸 ソ-ダと2%苛性 ソーダに於ては作用時間30分､1時間にて捻大差は認められないが､

作用時間2時間に及ぶと10%第三燐酸 ソーダ処理の方が結核菌に対する障樽の程度が少vl.

4%苛性 ソーダに於ては2%苛性 ソ-ダより障碍の程度が更に大きいo

b材料中の雑菌に対する前処置の効:果

4%苛性 ソーダに於ては雑菌の発育は最 も少い.10%第三燐酸 ソーダに於ては4%苛性 ソ-ダには劣

るが､2%苛性 ソーダに比して雑菌の発育は少い.

以上の実験 より治療効果判定に資する定量堵葦の前処置法としては 10%第三燐竣 ソ-ダ法が最 も理

想的ではあるが､本法による際は4%苛性 ソーダ法に比して啄疫の溶解並に耗菌の発育阻止力が貞易いか

ら必ず37oCの下に混和材料を充分に振替して先金に堵疾を溶解させること及び啄疫の取扱ひを啄出後

出来得る限 り無簡約に行ひ取扱中の汚染を可及的に少なくする努力が必要であることを知った｡


